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赤塚地区史跡探訪
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やってくる庚申(こうしん。がのえ唾

さる)の日の商こ人の織中に萱鉾・
ぬ のI蚕

から脱け出して天に昇りその人力､ｒ

宮ごろ”した難些溺た鍵す矢巧
ろ．‐するとその報告をもとに判

断じて齢を蓋らたり畿にさ

せたりするそ伽に熱雲
日の夜は三涙虫が身体から臓拙

して天に昇鋪会幾らなI)勘に
当瀦う護らな｛)ようにしなくて
はい脆瓜ご淑力i瀞信仰であり

こぎ

この庚申信仰は中

'萱謹}壁
表車の夏蒸して醍醐孟

固の這紡戦‘

60日に弓度言われる



〆

鬼

この三F詑さ平安蒔代初期にはすでに日本の貴廊t会の中にはいって(,）

てこ,Iじ雌に銅的に広まり瀧17)中に細燃じてきて日本独篇OX
O土叶

庚申信仰に発展し『て(１つ危帥と老之ら紅↓遇.し加聯に(如ると排

膨輪跡り鎧けたため鵬k1はよく,hがづ弓i『噸i亦庚申信fp鴬
溌こおとろえた．

イ.庚申塔：

１ージ咽は秀赤鯛近くの交番のそばにある庚申塔でこの塔の蕊の１
両鋪に書…'る捲翻もと鑓i回年潔慧('ﾜ54蕊)十二
月に建てら雌ことがわ泌・このような紳塔は庚申の日にみ,cな（

か~同に集まって庚篭室おこなった畿碇として時として建てら雌
帥である．榊待嫡答とE,１１う．この庚申塔の型式は沖鱈代の

綴(,688犀-,703年>の霞に紬薩蝋伽ちr謂萱i議
蔵･竺鶏.三裳』嶋本洲俵的で椀つまり執こ青面捌胤
上郡の左右に韻(太陽と茸)､下部に皇裳(両手で目紬さえた見ざる、
耳之捷えた鮒ざる､ロをおさえ龍捕るの堂tﾅﾂのや二鶏(二頭

噸)の櫛つ'たいる．この頃が庚申信,tpOりり識規で庚申塔駐の
フー ﾑが起きている.そして庚礁というと責面釧をさすここ鋤<なる．
なお中央の青面金雌は紛之こ碇飾さで髪の毛,､錨ように遥
量ろ､施術6本らあってそのうち4ｸｫsの手には左らにそ,i,剛.､弓と矢（

と難語;撫雲鰯憲漂撫驚
額ら中知二本の手は雛i耐の手のひら錨h旅立てて合わせ二
ること〕あるいは右手Iご蔀左手Ｉこ蕊(武器の一つで.伽ような物

によ'琵山かみ

加し女人噸をつガ､きえﾉてその女人を齢さげてI)るそして青面金剛腹
帯には磯謹みつぶして('る．…Ｌ”んｆ:～

輔庚申蜘中には他に鰯拠じて聯』『庚申蟻塔型などの立亭
のみ窒恥放談申職庚申蕊ま馳熟ﾆﾆギｿﾐｺﾄのj堂納をした
－２－
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小てきている．

紬この伽は減畑-噸､赤職町i丁酔釘目など噺ど崖！
』譲奈蟻蝋j紬I,跡繊'Ｗ藍ろば菅紬卜らの,鰯雌雄.シＩ

．め0う

だりしている。この小専名額剛２ＭだI噸から大正にかけての赤堀''郷二k
一口し以

鏡航泌mWj自力ぁめうり諭審鋪．１－パｱ急--ｨ…イー下
赤j漣は瀧にもじりﾖ.-』輔却編の中に小蝿之男女の恋の鑑き

力畠Ｌ

１憲棚畠,え滴りqlj垂(j曙(､る急銭sで33総あるガw･鞠の部雌次(率
郷する。氏

デン､アー獅怠識筆を窪kﾕﾉ暫歎1劇､唇鹸りて
洲認一鎖で論＜のが『騨錯きよだｘｊだx』熟縦ざwっ聖：

．．・・し巴修け．‐

バアー塙緋画〕力抄し『下菩家ﾕでお宛ぞンﾏ食γぜよと出て詞ブ!ま、

２;i基の蕊(ﾉ雛卿さ蕊）

､.，.：?

薬餓なのだとしてc細彦大神』などと刻ん験申眺ごさまざま娘
申塔カリある．

院塚につい-て〕

鰯と【剛､昔は何ｉｗ書棚の脆い空によく荒蝋､才繊樵
と､紬lUこ砲I|を”Ｗご広ﾒQt地｡ｌに壁〈塚f昌A｣勘ｶﾉ師ってかっての義
倉j鴫であっ馴鈍はその『瀧た伽は鋪1(都区内)進のﾏﾝﾓｽ
剛[嵩溌回幽と卿つた．一方､昔から開けて人々 の住例wら赤鵬
地にら鶏;潤嚇に薪の朔ﾂ1と怠ってきたr話弛』鮫あり､ま

震誓稲里;駕鴬雲雪震麓雛蕎
識自噂ｲ潮郡のWw倣化財ﾌ11で固の重綱靴助城され礎

３

大惣悲かってば &醗礁(顎寛と1ﾉ･である鳩堂慰織喰･ｵパで･遊蕩
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‐だ寺の鍵と)をそ葱えたi潔な寺であうだ．その綴と恩われﾉるi窪塁
・砦鵠｡綱目:どのﾉ鰯;永蜘こ蕊っている。しかし戦Ｉ調fv像
('５脚､錨蝿蝋う懲雛が曇雛の;雛の,職i城を
恥ため筆雌めて維献この詞礎‘墨穀二あうたため寺は祇
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この和畷は粛土'卿期の獣3年('340年)に作ら雌もの坐
この錨に馳念伽)棚文(微して刻まれた文)力w､美i2b)封陸して

めOj鋲X，伽､

知られ這蝿墨誇の鰯轄蝋立でそのた卿献になると、
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F聯護iこ鑑さ細)そ鑓雌の中央に職れ景卿じられ壱
ｲr震)両弥､2縦撞kj:繰鯛t締の喜罫篭りのj椎で輝鍬には緋と
して識ｌｉ轄i〈これ蕊寛し鱗,うとする剛域職の灘畿跡った
このよう葱は鮫か潜った大謝今では想像できな1億izﾉ冒剃とたって
Uる.土伽人の間に!さこの毒の雛は職潰代初期‘f織間(80碑一
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哀
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氏
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大
如
大
喝
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呪
鍾
霊
啓
昏
辿
迷

這
迩
感
進
劫
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消
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応
三
年
率
四
月
初
八
日
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三
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慶
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大
工
平
次
五
郎
行
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・
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沙
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治
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闇
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快
寅
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鯛
郡
赤
塚
鶏
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両
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銘
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読
み
下
し
文
Ｖ

窯
か
謹
違
蕊
し
、
蕊
か
蕊
を
琴
は
、
錘
よ
り

も
姪
な
る
は
な
し
。
癖
州
鐸
蝿
の
か
の
感
詫
は
、
雌
擁
全
盛

§
陰

の
時
建
つ
る
と
こ
ろ
、
体
を
鐸
す
る
春
挫
鐙
塀
り
。
鐸
飢
錘
謎

の
蝿
鼠
を
か
け
る
器
）
を
姉
く
は
郷
を
欠
く
と
い
う
べ
し
。

今
、
蝿
詳
蕊
、
蕊
替
幹
と
し
国
勢
”
ろ
。
鼠
雫

雄
め
り
。
も
し
そ
れ
繊
締
識
醗
り
、
瀞
嘩
恥
詳
地
）
廉
恥

い
ん
匿
い
せ
ん
し
：
い
あ
や
く
ｂ
：
う

ら
か
に
、
音
を
大
千
沙
界
に
揚
げ
、
益
を
幸
小
来
無
窮
に
伝
え

も
ぬ
う
鰯
ん
的
雌

冊

ん
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中
岩
に
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せ
し
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に
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わ
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瀞
の
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郡
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雑
”
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蕊
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鋳
潜
る
織
唖
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わ
が
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鐸
響

ふ
し
＃
色
一
う
塑
ｔ
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鐘
”
；
、
く

あ
つ
む
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兜
氏
（
鈎
工
）
の
誼
鋪
（
大
鐘
）
、
も
っ
て
落
し
も
っ

て
露
す
（
い
け
に
え
の
血
を
塗
る
）
。
大
い
に
う
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、
大
い
に
鳴

り
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珊
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郵
鱗
す
。
寵
き
を
瞬
き
、
避
え
る
を
窪
苛
野

巳

苛
ら
一
一
，
し
や
く
り

遼
翁
胃
も
近
き
も
）
に
感
進
す
。
劫
石
の
消
す
る
こ
と
あ
る

も
、
畿
議
は
尽
く
る
こ
と
な
し
。

（
銭
文
と
証
解
、
石
村
喜
英
氏
の
ご
教
示
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
）

湿
橋
区
の
歴
ゆ
房
暑
出
睡
よ
り （

(雛)は農裟で鋤は区立郷工費納磯さ畑)る.その銘立
は卿遡りである．

鰹徳焔(i沸倦鋤琶１１微ZJtj,ある"しか‘‘Ⅲ』９０９雫で湖、

し鎌(I錨鵬z諸｣)によると磯動天皇のいた畿錘溺笥の頃と
さ奴いる.乏価も区内では誰の寺橡脆
－６－
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なおこの大堂のある諮は難き鎖(古代の高く離した笠脇墓)の
上に亀ていて燃社の董孝,､従栄のあたりがその中心で姥と老えられ
ている.古墳鵬のti鰯;はまだみつ心て噸､、
3.悲背境〈雛京・本尊鋪燃'）認
孟毒霧雨碩蕊黍雌と江j昌織の頃に龍縦１Wこの近く
の織礁でおこなっ ある．

天絢ＥＩ院と流語雲氏

関東灘鹸織謂維β)ﾈ職)麓氏と韻公言別氏鎌獣
方足jiJ鱗は灘である鞭管領剛氏(鏡'潮'た､雷c糊の弓疑
謁さ調にお!γて古剛方となる)と噸謹畠券じて抽して''だ頃
燃伽千懇)の藻千葉揃総にｼ”てhだ.樵蝋は銅
公方に千葉城吟の昌蝶市〕帯愉(伽ﾎﾉ,|布)と道われ貰難紗氏
の繕(補佐役)笑iii蕊iこ守らｵ､議圭年(溌献中ゴろ'4鋤
に鎧のこの赤刷素り赤塚雌綱勘とした.その後細灘
捌力して麹逝くに錨織っていた蕊賊鞘続徴め落とす
ほどして鋤誹ぱ(ﾉていった.そじて縮識'492年)訳巡にあ
った寺院(鍔i難き)に暑嶺を琴え難き鯛継励だ.こ,h以
後この寺は赤塀撫の#妻馨(;鵠代ftのｲ擬釧めてあ鵠)と
なった.瓢に襟自胤とその巽漉途謬b〕墓が脆到s堂,澗艮
に見られる熱は千葉氏』畷の蝋｡rである紬自胤と鮒蝿
について鍔細る.この墓には雑3年(150㈹の髪裟巽裟二い
う毛状みられ順兜にある蝋こり千葉七郎法号幾となっている．
玄参と'敦千葉醗とさすので艇がらぅK正3年は鋤〕浅年でこの
墓はつまり自秀v塵であると()うの蹴る.制u此湖院の開基は千

:葉飾便なぐ千葉i誘の擬あり､自胤の死は椛鱒('49朔のば

すであるとしている．

７－
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ｲ.松月院と高島談続
江戸献擬藻12年(１８脚鵠伽i蟻N匡聖り撤噸撒
穏難で紳伽漁習i紬っ鯛この諭総(焔鐙撒
撒職瀧溺瀞に椎建れ､鶴測らの搭織ﾙて僻ご雌
冨鋤､らこ二匙i蕊;難戦書w１，ｔｚ灘繊‘湖に畑塑城
ｒ雌職穀溌'蝿')鼠霧碑徽臓総雌明らがにじて淵罵
知枇ろための曇)歩欝迩漣皇
ウ:職月隊鶴鍬…洲測は純M2噸吻雇蹴られ『燃縄
鍵tｬ鍛対加繊鷺繍誇慨の中にも望のあたりの標を鰐i，

一郷湖臓擁し耀恥1郷型Ⅲこのよ沌熱もご鵬
に下測ｗＷｎ患がある.墓参墓地の北端則､中央這'の左爽にある‘

とも対立する．

1438年)<鎌倉公方足利雛と
）と力愉立し蟻火力w刀ら7１１

足利営較を

蟻火力〈切られたく引く享の乱〕。この贈中央
'る．この結果オ紙は郎池鎌舗蹴､び灘『は管撤11につL〕ている．

恭
河
関

晶
．

ｒ
ｋ誇過1氏と関東雁論

〈足j鯛氏噸児､裟・塁壁らの含し.ﾗ自害jEp台頚

嘉祥上j漣ﾉ氏の1壷宰

天,這示霜画から3蕊豊

臥器i古蛎蝿

置匿６年（１４４９畠

識のI唇で．＆

4辱)に関更j営弓彊の』｡'i玖匿XELG蚕室‘

”石弓戸『にうり島
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く『赤恥の地名のおこり進古墳》
噸院､鏑のj5d鮒自治識碑のあるあたりは古墳のあった麓と｡!、
,ｊ鑑､)人はこの由雄r制塚辿乙↓１－プで難.(さ伽あるもの､忌むバさ

８１

ものとして廓A蜘ﾌ゚ﾛI'Ｌ禁ずるここ)の地として(1た．こ'しL力rソZｪま,って『

４．

赤塚』の蒐兇になったと'1われている。

朋治21年に麺6ﾉ測灘‘'ﾉて赤ｊ郷となり聯合域に赤堀綴
墓（］細細廃門前の児童咽)ができた薪この古墳がf取り礎恢
そこに澗箔窪診紳術たったのである.ここＩ翌')乳ていた苦溝ｎら
ﾋﾝﾄ航て輔輔の溌界の名人堂鰐蝋緋､鱗i雛ｉ
を書き上げたと1,1う．

§繕の蒜 tj堀煽

zq篇

答'z総してきた.こ鮒jii撒にﾉﾌ゙k'脈あったと老えら４'じて()るこ

こに昭和卿４月奈良｡蝿の大仏に駒)で三雛'難いこいう烏
綱諜のr壷京大仏』かj蝋仏像i鴫肺猟ルだ』wXi篭
は8"γL､総高帽,wしである．二が脚愈赫鋤舗る無名の撫渚の

詮議ようこして謝謝,I齢の．
紬この謝訓碓区内巻っての鰯(古くからの雛ある寺)で､徳
Ⅲ'踊鍾調)勘ら鶴のお織りの繍残と刺似騰
箭(菖溌１１う#嫌将繊の謡j蝿.台肋蝿迩雌
＜fid尿城ニソj；､跡＞(諦賊より）

赤職；は､山すそに微iにその莞流を艇､賊た半島伏胎地銅絹鵬
璃聯脚製錨藤あ震た剛認識j,A前の城は脳み鋪や驚
迩惟械鱈犠:1うぅ錨”た州喝『・い』伊
この鮒ﾆﾉ卿こ!)われ､姉加姉鋤凱,ゎ蝿｡ここに滝昌
細勘諸'鋪卿vｼ守鋤延して千糞氏に熟ら硝難1である。

１.鞘琴どん

９
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千軸ま戦の正統職tの肋裟の神を虻す蝋糧礎堂Q磯、
仏納,う総鵜蝋舞とした．軸蹴塗膜る靴一糊献ケ原
と,wbj,,た。－ｍ帥五:+極１年三月城躯激雛農会

夕

①中世-さ-鎌倉がら室町蹄はで

、平山餅.-平地にある笠翻用して萱った城．
③畑餅…慧鱒'聯目伝来のここ

④櫓－－卿中にあぅて瀧しだり美鋪危蝿鋤I:職高,綴
⑤館---貴族蝋織の麓ｉ
ｏﾉJ淘忌皇小さな識神泌劃､さ1,狩謹）

｡雛;鰯雲蘇繍瀧綴謹
伽他l灘息の,伽!)洲ろ.ぁ総千葉氏は雛で識に
純いった瞭月に祈って畑匡二雄書たこ１１う.これより熱心
７鎖重信,姥すなわ蛎噴贈皇なった.皇撫はその識Ｉに
淵を瀞って協聯舗垂撒紘駒釜鐸し祭ることⅧ'る．
③皇胤---天皇の弓猟

③北辰---北施星をさす－

５.赤壊i動の茨坐
一一一一一一一一な＝ーー~凸一一一一士一ロー－＄一一一一＝一一一■ロー合一卒

白＝＆瞳蔓 爵蕊める危めに珊洲た漁
一一も＝～~一一宇一一一
１

この不動の滝のそばにある説明板には加)ように笥翻さ7rmlる．

ラェ戸崎代のな力､ご､ぅから嚇した刈謂)(鼠繊固の難に縦．
装勘齢Fj瀧撫i蝿ぃ握綴6雛琴て擬し､卿雫撰総雛
非麺難卿肌齢棚る)｡慰謝<富士蕊緋リミ総s月i厩
か湖脳剛簡､雛職息銭麹職鮎鞭泳鯉域翰
がら獣山蝋ル山噌噛’織士に擬蹴乙)のi篭〔うち鋤
て機蝿溌Xii)が滝,K鱒う剛､心難きよめ鍵に鵬した識罪や
－１０－

／~

（

〈
、



~、

け力雌はらう剛こ.川蝿り側く蝿びて身雛切ること)逼噸跡
である。戦に伽〕不鯛(目を魅し､穿泌剥し.左寺には鵜
を右手に,頻挺:そして脅には吏賎錯貴って!'るの鵬紬)石雌
まつる．昔は滝つぼv)前鑑鍍(郷に#磯ｵ柵水錨ｚ１いて心身之
測場６，鶴熱って制礁中きはか鍵鋤)』b､鶏ﾅら＃,rて!'たとＩ
いわ力'１ゐ．日諏へ年滝rうぽ$噸理さ焔前には管ﾖ鮎よりﾌK量も多くうkの

菱ちﾛも広姻蹴って1,た帥酷えら焔．この蓋伽肪る章
の代稜日ﾖ辱董卸 ある．卿年にも州ることなく胤姥ぃ剛

滝の師道は.霊読鎗街幽Ⅷ､Ⅱ
ﾉﾘ縦功めるた』,f難進めた道鋤泌
滝の師道は.霊読繊謹二!Ⅷ､鶏Iiq年('56')よ鵜獅'､田
ノリ縦功めるため識鎚雌獅蛎えら伽励

唖五十四年三月緬駆縮鶴会

《注鋤上の女中で（）内の立憾筆者が．付'伽えた調３文一

ａ赤堀城職跡
千葉虐漁の売弼ら秀告の銅維まで
となっていた．

説明版によると次の通りである．

謹二錘(脇).古河鵜制ｊ縦,,単Ｉ遥鋤雌襟猟舗蹄
伽師州畑鍵細けで覧瀬恥細、.難)i獅塚j滋噸
､北。こ州緬童千葉氏とiﾉて蝋fはり､離職">皇嵩氏を燕!丸
さらに文明十＝剛490)には下卿鋤脳鍵もおさぬ天正十ﾊ年（
'扇９０)磯となるまで約百四十年間蝋鍋､熟ご参きと賊る鑑
となった．

本棚9K俗にr湛職と呼に“､山の墓まわりは荒川の太』(熟.自然
の鍔の』直に蹴られた州の代納細雛諭.’だ

へ昭和過十服三月源橋鮒離員会Ｉ

が■ 一.〆‘・も"'.｡.‘？〆｡、

＄Q'ＤＢ■●ヶpq

－’１



巳－－Ｆ■

<赤塚城V)唯i多＞

鵬献‘)頃は撫赫印)居洲室町中期力》らｲ塞徽のi熊
Ｊ;職i端‘銅維湿澗千葉氏")鯛脚力協った所蝿．
フiな'bろ平鍋代の末期､j濡赤塚氏力Ｗ威した献建武2廷('33瑚

織邸共に鋪讃嚇じて駕織:i二畿hた｡そ‘γ後剛刈
一旅声畠織鎧､鶏眠に'００年為支酉6さ卿,'た.芝の後藤
２剛45㈹､太田道潅の鋸fi‘雲して千葉自)胃{’@Ｗ';､したが畑８
年('590句諾の町舗釧こよって赤塚篠氏p砦iまき雌．

“
ｉ
、

Ｉ
基鍛努藍

ｆ

§繍篭溺職Ｉ
腰小刷勇展

(武蕊野歴史地理）

<<赤塚城>本爽跡蓑りj蔵>,(説明権より）

職訓に千馴遍:雛し漢，総鰯iに勢力雑って↓,造総のif難
千錠氏箇儀蕊織だ.総溌織地足溌織のf勧耀卿蝋
干鋤を:j蔓b11,,雛の磐ｉ鎧心縦細議郷(噛め…月十九日難
側､鶴蝋拳蓋総擬融豊の職溌如かりに卿“方から下鋤面
謹で灘に入猟.天鋸)ｿ騨溌尋の識淵撫識､縮とし鶏。篭墨が

でA止み

ら燕ﾊ獄u諺城跡､,R趣峨でた桑溌戯鰍功九厘ず助丘を区切
って趨る１日:趣八鋤)r(湾難i』と伝えられている．

昭和五十窒牟調板橋鰯婚委員会
－１２－

込

ＩＦ‐０
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揃獅蜘〕伽蓋の帥伽ら谷にかけては泥てi鏡荊の紬､／
削り激で↓穴錯の地とほり一面剛落さ畑)だ．勿毒
訓蝋猟蘇のju則磁繊細錨酎ぐ)畷弓iか蝿で姫
識瀧恢あ急こ81'１は.絢!'の氷がここま蚕ぱいﾘ逆y傭馬脚水察

蹴爪,莞‘ま鰯ってきたも吸脆どの測乱聯匡な欠徽
１．

捌釦高純]j也脚)に澱たﾉ<鮒肩州参と赤餓jqi霞、
；ｆＷＫｎ用繍iいつだ．繊覗この鋤さ蝿職推i鯛りな

七瀬めだて猟縦郷榊ぅ鰍菖がいる慨畷綴に鍵し
．…．１．i巻劉'、鰯｡．“１－一能……;志~一‐

〃

泡お減伽蟻の瀞碇蓋鎚体趣二脚噸捌燭
ｌ

施軸に識鎧伽上Iの魁の鍵蝋の澗派稗､跡,蝿に雛惨煎
労とIご令加j剛c残づている.二
・●■ｾｰPG_心=□･

洞羅立紙誹鑓二黒…麦

坑赤jj繍1h個

－，’で一・一一-'一一
畠翻:if鰐をL瓶鄭穂.言雛繍;鐘

。』

一'３－

『]i輔獅離膨
Ｉ.！‘

にうう耐f《童41嶺.皇

姓〈織鮮箪町時

》)資料鍾滝島珊Ｉ

診遠嬰鵠riI;錘Zk紘に園

に筋購卿噸.皇獄息'輔涜瀧代磁露試二t霊｡魂笠式穂鋤附
、企Z序、：

姓〈微琴騨１鵡総)の繍隼近道(鯨城山･う工舗㈹の綱喬筒雛

＃>資料樋島柵闘鱗の患鯵剛卿;綱懸離撫釣二
甑:錨に瞳ら雌識|織織L,湖歴か-プて‘瀞峨調晶
伽農謹具種蹴亨に展示鋤liznる.BGﾗfﾛ4.7年の開館である．

9や赫躯立義術舘

；昭和認年冨月２o巳(日>に区立の寿I瀧墜し･ては最初の美鋳館乙して

；『i篭し篭．

この中に郷二鯛料ｺーﾅーが雲け帥て!)て版撫の郷t力『よく
伽ようにⅧいろと農宗さ畑嘱

赫撒は赤塚鋤)天然の綱
鴎
§i耐る．



であゑ．frn)畦舗詰

誰榊社は赤塚磁の千葉自胤t臆てたもので古くから灘l,加神様

た信州諏訪j篭の分馳この地醗
門の方角す写わら北東側Iこ神12,写どを

として．単掴

この｢田芯zﾉﾘﾕ廷Ｉ愈平麺歌から鎌叡誠跡けて全伺的に流行し

危｢苗難｣が縦卿谷習慣に曇けこ’(jで惚鵠の護で伝承洲

じて削赫城の急舗ﾅ(鬼門の方角す写わら北鯛に神仏写ど在
祭づて災溌農けるこ蓬)とした"云測る．ご}練堂｡して鯛の左
右に巨館鋸のﾎ２濁誌ご畑燭ご『めぉこ,,ろ皇う』と噸釧、
夫婦鵜一審総雛蓉と'の庶戻のｲ言仰のよりどころ乙的ってきｒい，
ろ．本殿の向っ祐力銀鱗
当棚古式伽し1総謝
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っ
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月
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肖棚古式伽し､鵜であるr磁砲雌<か蛎わり近くの
糖ｦ、北野神社のｒ田遊加ととらに都の無形型化財となって()る。

齢のである。当社のr田遊zえ』は毒辱２剛３日の捷行なｵﾌ?''1ゑ

禰鵬農傷柵のり伽夢涌‘織磯,レ編で黙に
おける一淵磯餅櫛を神前に豊郷戒溌田に賊毛て戦
こび似鋤墜で蝿棚憾｡裳父臓で'撒齢と秘
しろぉｿti,し<‘鋳涌。二鵬獣な瀕伽”し危｢よれ随‘勧

使糊為ｚのように'麺神蝋,錨て誹窒硫縦淫釧診だ．

郷逗こでﾛ純鎧え蕊i鎖蹴《猟ら細雲繊伽.:織噸
一一､藻．、

泌沖ま”鏑富力蛾恨腰ブ虹､為よう呼二鮒ﾂ潅味謹騨鮒一
壱悪ｚは濯懲であるとい蛍
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穂鵜
型をほとんどそこな

呪行事の三種で２ 。

原
．“・Ｉ‘，《。

、

１１、

'５－

留季

恥

すをしの蕊ことができる。

ｸzﾉリ 〃 に撫辞鯨〕1雲徹撫嘉嶺

欝毒総雛篭雲燕
化財に指定され、同51年には園の重要無形民俗文
化財としての指定をうけた。

月語撚蕊罵翰蕊箪鶏撚，
社でもかつては同じような形態で執行されていた

と思われるが、現在はかなり省略された形で２月’
10日に行われている。

９５６．１１．２９－５i７．２．１４

の間､ﾌW8i橋区立美術館の郷工

費料コーナーの特別展｢いた
'菱しの郷土芸能｣のハ．ンフレ
ットより



11.高島平団地

ｊ,

go

o｡吟0

圃蝿Z,呑冒孫瞳の鰯邑ア

の‐者1ﾖmZP勺畢汰1ﾒ

圃諭4JO録.かつての徳九ヶ源.当爵の赤塚たんぽにマンモヌ団地

億諭綻し､畠畠平団地の達謝始ま診たのは聯４１卿書収
で蝿､鈍'鵬副4階の高層住宅は白礁も》総し､高鱗1
-9丁目臆わたうⅧ万７０００螺､婚4万900州昭和52年’
６月ﾖ賊)の瀞zz内爆大の言塞ス団地承瀞あ脇だ.なお．

6粒 生ここには公立高渋１校､中戦友3較、ﾉ｣､鞠交

＜鳥島』県団地ど自殺＞，一一一_…‘.…縞皇ｊＩ駕重忌鳶鴬（鳴諦…鵠耀馴の噸で…§i勘
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